
×WARN&SIMEX××TRAILトレイル
住所：埼玉県熊谷市中央 2-322-1

TEL：048-501-1600
FAX：048-501-1601

URL：http://www.trail.co.jp/

For LAND CRUISER
"HOT" PARTS 02

リアルオフローダーよWARNとSIMEXを知らずしてオフを語るな
ウインチとトラクションタイヤ。いずれもオフロードマニア垂涎の、タフなヘビーデューティ・アイテム
だが、その両者を扱うサプライヤーが「トレイル」だ。もちろんランクル乗りもその動向に、要注目！
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■文：高坂義信　■写真：柳澤岳男

どんなにサスペンションをチューンしていても、またど
んなに屈強なトラクションタイヤを履いていても、オフ
ローダーは“スタック”からフリーではありえない。常
にハマる恐怖、動けなくなる恐怖と闘っているわけだ（そ
して、それがなんとも快感でもある）。そして、実際に
スタックしてしまったら、さあどうするか？　たとえ仲
間と一緒に楽しんでいる場合でも、カーロープで引き上
げられる好都合な状況は、むしろ少ないのではないか？
　だから本格的なオフローディングには、ウインチが必
要なのだ。ウインチ、そしてスナッチブロックやツリー
ストラップなどがあれば、クルマはたいてい、どんな方
向へも引き上げることができる。

WARN WINCH 

まさにジャングルユースのアグレッシブなルックスを持
つSIMEX、フラッグシップモデルがこの“エクストリ
ームトレッカー”だ。独立したデザインのブロックは、
過酷な泥濘もかき分ける力を発揮、またショルダーから
突き出したように交互に伸びる両サイドのブロックは、
深いマッドでも大きなリフトトラクションを得ることが
できる。モーグルや泥沼での舵の効きも秀逸。“走れない”
と言い訳できない。
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タフであれ!!
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クルーザー達の
オフロード魂よ…

　ちょっとオフロードに親しんだランク
ル乗りなら、「WARN」の名を知らぬ
人はいないだろう。世界最大の電動ウ
インチメーカーであり、オフロードを知
り尽くしたスペシャリストでもある。
　たとえばかの 4WDブームの時
代、一世を風靡したウインチといえば
“M8274”。ラインの巻き取りスピード
が圧倒的に速く、しかもラインがもつれ
にくい構造。何よりタテ型のフォルムが
カッコよく、マニアの間では “パーニー
ナナヨン ”と呼ばれ親しまれた。この
伝説の名機は、現在でも購入可能だ。
　そして今、WARNがもっとも力を入
れているのが、クーリング機能付きウイ
ンチや、エアコンプレサー付きのウイン
チ。オフロードで使用するうえでの弱点
を克服し、また使い勝手を高めた、新
世代のウインチたち。いかにWARN
がユーザーの立場に立って物造りをして
いるかが想像できる。

WARN WINCH 

最大牽引力5440㎏という、RV用ウインチとして最強スペックを誇る。その最大の特徴はモーターにクーリングシステム（手
動、自動とも可）を備えていること。シリアスな場面で酷使されるウインチは、使う人間の方も頭の中がアツくなり、ウイン
チ自体がオーバーヒートすることもしばしば。結果、ウインチが破損して使いものにならない。しかし12.0XEなら、そんな
トラブルも心配ナシ。ハードな連続使用も可能だ。12V仕様、9.5㎜φ×24mワイヤー、重量は45㎏。オープン価格

リアル・オフローダーなら、タイヤのエア圧を気にかけな
い人はいないだろう。もちろんオフロードステージに相対
すれば、エア圧を落としては、基本中の基本の“ドライビ
ングテクニック”だ。しかし問題はその後。ちかくにガソ
リンスタンドがあればいいが…。そこでオフローダーなら
常備しておきたいのが、エアコンプレッサー。WARNも最
近は力を入れており、標準モデルの「SPC」でも最大圧力
10.5kgf/cm2と、十分な実力。エアチェッカーとしても使
用できる。オープン価格

WARN 12.0ＸＥ

WARN SPC
コンプレッサー

SIMEX TIRES
　マレーシアの誇る、世界的タイヤブ
ランドが「SIMEX」だ。トラクション
タイヤは “エクストリームトレッカー”、
“MPトレッカー”、そして “ジャングル
トレッカー”の３種をトレイルが取り扱
っており、超ハード系オフローダーから
熱い支持を集めている。
　そのポテンシャルは世界中のジャン
グルで酷使されながら磨き上げたもの。
いったんスコールに見舞われると、た
ちまち腰まで埋まるような泥の中を走り
きるトラクション能力。さらに突き出し
た木の根や尖った岩にも負けないだけ
のヘビーデューティな造りは、もしかす
ると日本ではオーバースペックかもしれ
ない。
　しかし、そんなタイヤを履いていれば
こそ、立ちはだかる泥や岩の壁に、強
い気持ちで挑んでいくことができる。
SIMEXを履いていると、勇気が湧いて
くる。オフローダーの本能を目覚めさせ
てくれるのである。

ランドクルーザーとWARNウインチの相性は、ことさらに良
好だ。頑丈なラダーフレームに支えられたランクルには、ウ
インチを備えるためのベッドを比較的カンタンに備えること
ができるからだ（90～ 120系、100～ 200系は、バンパー
加工も必要になるだろうが）。実際、以前のモデルは純正オ
プションとしてウインチを用意していたし。WARNの実用性
はもとより、信頼性や扱いやすさを表現できる4WD。それ
はランクルがナンバーワンなのではないだろうか。

キャラメル状に荒々しく並んだブロックは、ロックでも有効。重量級の
クルマなら、ブロック自体がたわみ、ロックにまとわりつく動きをする。
さらにタイヤ全体の剛性が高いので、エア圧を1.0kgf/cm2以下に落と
すことも可能（チューブを装備すればそれ以下も可能）。エア圧を落と
すとサイドに突き出したブロックも有効に働き、岩の上でもさらに強い
邁進力を得ることができる。

エクストリームトレッカーのパターンルックは、典型的なトラクション
タイヤのそれ。ショルダー部分に独立し、さらにサイドウォールの外に
まで突き出たブロックが、泥や砂、岩などでの、いかにも強力なトラク
ションを物語る。また連続して配置されたセンターブロックは、ダート
やオンロードでのハンドリングに、少なからず寄与している。が、オフ
に際してこのタイヤに履き替えるなど、あくまでオフ専用として使用す
るのがオススメ。

32x9.5 -16  35x10.5 -16  36x12.5 -16
SIMEX-EXTREME TREKKER

33x11.5 -16  34x10.5 -16
SIMEX-JUNGLE TREKKER2


